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ト
マ
ト
の
２
本
仕
立
て
苗

が
販
売
さ
れ
始
め
て
話
題

を
賑
わ
し
て
い
る
。
当
該

社
の
現
場
の
実
情
調
査
に

よ
る
と
、
ト
マ
ト
の
２
本

仕
立
て
栽
培
の
普
及
率
は

す
で
に
30
％
の
高
率
に
及

ん
で
い
る
と
い
う
。
２
本

に
仕
立
て
た
流
通
苗
を
利

用
す
る
も
の
、
接
ぎ
木
苗

を
購
入
し
て
生
産
者
が
２

本
仕
立
て
に
す
る
も
の
、

す
べ
て
自
家
育
苗
さ
れ
た

も
の
、
な
ど
を
合
わ
せ
て

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
性
が
発
揮
さ

れ
、
意
外
に
効
果
的
に
利

用
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ

る
。
今
後
一
層
栽
培
し
や

す
い
良
質
苗
の
供
給
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
す
で
に
人

工
光
源
閉
鎖
型
育
苗
装
置

に
よ
る
高
性
能
苗
や
無
病

苗
の
評
価
は
高
く
、
果
菜

類
、
軟
弱
葉
菜
類
へ
と
適

用
種
類
を
増
や
し
、
養
液

栽
培
・
植
物
工
場
へ
と
急

速
に
利
用
範
囲
を
拡
大
し

て
い
る
。
別
の
話
題
と
し

て
、
新
し
く
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
ト
マ
ト
の
全

茎
切
断
法
は
、
従
来
よ
り

も
高
効
率
・
低
コ
ス
ト
で

栄
養
繁
殖
苗
の
市
場
供
給

や
、
低
コ
ス
ト
・
長
期
間

の
苗
貯
蔵
の
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
る
な
ど
、
将
来

の
高
付
加
価
値
苗
生
産
・

流
通
の
発
展
へ
の
期
待
を

膨
ら
ま
せ
る
動
き
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
高
付
加
価
値

苗
を
、
栽
培
場
面
で
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
に
一
層

関
心
を
深
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
（
板
木
技
術
士
事
務
所

板
木
利
隆
）

　

セ
ル
成
型
苗
や
新
し
い

接
ぎ
木
苗
な
ど
の
実
用

化
、
育
苗
・
苗
生
産
技
術

の
格
段
な
進
歩
、
野
菜
生

産
農
家
の
規
模
拡
大
、
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
購
入
苗

依
存
度
の
高
ま
り
を
受
け

て
、
近
年
、
流
通
苗
は
ま

す
ま
す
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
て
、
苗
生
産
業
界
に

お
い
て
は
さ
ら
に
効
率
の

よ
い
生
産
技
術
、
栽
培
効

率
の
よ
い
高
付
加
価
値
苗

を
求
め
て
の
開
発
・
改
良

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
一
部
の
研

究
機
関
や
施
設
・
資
材
メ

ー
カ
ー
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
を
支
援
す
る
技
術
開

発
や
共
同
研
究
が
活
性
化

し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
苗
の
性
能
面
、
あ
る

い
は
流
通
面
か
ら
見
て
特

徴
が
あ
り
、
す
で
に
現
場

に
普
及
し
て
い
る
も
の
、

あ
る
い
は
今
後
普
及
推
進

が
期
待
さ
れ
る
も
の
な
ど

を
上
げ
る
と
、
①
サ
ブ
ス

ト
レ
ー
ト
苗　

②
固
化
培

地
苗　

③
接
ぎ
木
断
根
貯

蔵
苗　

④
高
接
ぎ
ト
マ
ト

苗　

⑤
ワ
ク
チ
ン
キ
ュ
ウ

リ
苗　

⑥
ト
マ
ト
接
ぎ
木

２
本
仕
立
て
苗　

な
ど
が

あ
る
。
本
研
究
会
で
も
早

く
か
ら
商
品
展
示
が
行
わ

れ
、
商
品
名
の
認
識
も
高

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
利
用

さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ

の
有
効
な
利
用
、
栽
培
成

果
に
つ
い
て
の
も
っ
と
開

か
れ
た
情
報
交
換
の
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

そ
の
中
で
、
最
近
、
大

手
種
苗
会
社
か
ら
新
し
く

　

今
回
の
全
国
大
会
を
開
催

す
る
茨
城
県
で
は
「
消
費

者
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
茨

城
農
業
」
の
実
現
の
た
め
に

茨
城
農
業
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
大
綱
に
即
し
た
施
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。「
高
品

質
」
で
消
費
者
に
喜
ば
れ
る

農
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
園
芸
生
産
組
織
の

体
質
強
化
、
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
の
実
践
や
県
産
園
芸

品
目
の
販
売
促
進
、
県
育
成

品
種
の
普
及
・
定
着
等
に
向

け
て
産
地
と
生
産
者
が
一
体

と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
大
会
で
は
２
日
間

と
も
園
芸
資
材
・
機
器
展
示

会
を
同
時
開
催
す
る
。

７
月
29
日
（
月
）・
30
日
（
火
）

茨
城
県
水
戸
市
「
水
戸
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
」
で
第
58
回
全
野

研
茨
城
大
会
を
開
催
す
る
。

　

テ
ー
マ
は
「
未
来
に
つ
な

ぐ
魅
力
あ
る
施
設
野
菜
園
芸

を
め
ざ
し
て
」。
全
国
の
施

設
野
菜
園
芸
農
家
を
一
堂
に

会
し
、
基
調
講
演
や
事
例
発

表
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
行

い
、
儲
か
る
施
設
野
菜
園
芸

の
実
現
に
向
け
て
、
全
国
各

地
で
活
躍
し
て
い
る
生
産
者

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
（
全
野
研
＝
大
山
寛
会

長
）・
第
58
回
全
国
野
菜
園

芸
技
術
研
究
会
茨
城
大
会
実

行
委
員
会
（
構
成
団
体
＝
茨

城
県
、
全
農
茨
城
県
本
部
、

茨
城
県
農
協
中
央
会
、
茨
城

県
農
業
共
済
連
、
茨
城
県

青
果
物
地
方
卸
売
市
場
協

会
、
茨
城
県
施
設
園
芸
研
究

会
、
園
芸
い
ば
ら
き
振
興
協

会
、
実
行
委
員
長
＝
青
木
安

治
茨
城
県
施
設
園
芸
研
究
会

会
長
・
全
野
研
副
会
長
）
は
、

高
付
加
価
値
苗
の
有
効
利
用
を
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野
菜
あ
れ
こ
れ

第
58
回 

全
野
研
茨
城
大
会
開
催

テ
ー
マ
は
「
未
来
に
つ
な
ぐ
魅
力
あ
る
施
設
野
菜
園
芸
を
め
ざ
し
て
」

7
月
29
日
㈪
・
30
日
㈫
、
水
戸
市
「
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」

  7月29日㈪  
　11：30～16：00 園芸資材・機器展示会（会場：ホテル内）
　13：00～ 開会・式典
　14：00～ 【基調講演】
 「 若手生産者が魅力を感じる最先端技術導入による

儲かる施設園芸」
 　　講　師　（独）農業・食品産業技術総合研究機構

野菜茶業研究所 上席研究員　中野　明正 氏
　15：30～ 【特別講演】
 「施肥による病害抑制と人間の健康増進」
 ～儲かる施設園芸の実現をめざして～
 　　講　師 東京農業大学客員教授　渡辺　和彦 氏
　17：05～ 歓迎の調べ　「磯節」茨城県磯節保存会
　18：30～ 交流会（会場：ホテル内）

  7月30日㈫  
　8：30～11：30 園芸資材・機器展示会（会場：ホテル内）
　9：00～ 【事例発表　分科会（トマト・キュウリ）】
 「若手生産者が魅力を感じる儲かる施設園芸の実践」
 （トマト）　　栃木県　大山　　寛 氏
 　　　　　　埼玉県　吉沢　茂義 氏
 　　　　　　茨城県　吉久保憲章 氏
 　　　　　　茨城県　伊藤　　健 氏
 （キュウリ）　福島県　鈴木　孝尚 氏
 　　　　　　埼玉県　原　　昌男 氏
 　　　　　　新潟県　見田　洋一 氏
 　　　　　　群馬県　堀越　徹也 氏
 　　　　　　茨城県　芝崎　茂雄 氏

大　会　日　程
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名
誉
会
長 

養
田　
　

昇
（
埼
玉
県
）　　

　
　

同 

伊
藤　

則
行
（
神
奈
川
県
）　

　
　

同 

松
本　

弘
明
（
埼
玉
県
）　　

　
　

同 

八
幡　

昭
雄
（
新
潟
県
）　　

会　
　
　

長 

大
山　
　

寛
（
栃
木
県
）　　

副　

会　

長 

加
藤　

勝
明
（
埼
玉
県
）　　

　
　

同 
小
林　

茂
樹
（
宮
城
県
）　　

　
　

同 
渋
谷　

忠
宏
（
神
奈
川
県
）　

　
　

同 
久
保
田
隆
重
（
新
潟
県
）　　

　
　

同 

青
木　

安
治
（
茨
城
県
）　　

事
務
局
長 

原　
　

昌
男
（
埼
玉
県
）　　

監　
　
　

事 

川
村　

公
夫
（
青
森
県
）　　

　
　

同 

佐
藤　
　

栄
（
栃
木
県
）　　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
、
平
成
24
年
度
総
会
に
お

い
て
会
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
大
山　

寛
で
す
。
今
後
も
、

全
野
研
の
運
営
や
、
日
本
の

野
菜
や
施
設
園
芸
の
発
展
に

全
力
で
邁
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。全

国
野
菜
技
術
研
究
会
は

昭
和
31
年
に
全
野
研
の
母
体

で
あ
る
「
静
岡
県
胡
瓜
研
究

会
」
が
発
足
し
伊
豆
長
岡
温

泉
に
お
い
て
第
１
回
大
会
が

開
催
さ
れ
、
静
岡
県
が
全
野

研
の
発
祥
の
地
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
栃
木
県
大
会

（
日
光
市
）、
神
奈
川
県
大

会
（
横
浜
市
・
氷
川
丸
船
上
）

な
ど
で
全
国
か
ら
大
勢
の
野

菜
生
産
者
が
結
集
し
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
昭
和
39
年
８
月

に
は
埼
玉
県
大
会
（
秩
父
郡

三
峰
山
）
に
お
い
て
「
全
国

野
菜
園
芸
技
術
研
究
会
」
と

名
称
を
変
更
し
本
格
的
に
全

野
研
の
活
動
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
最
近
で
は
「
と
ま
と
・

キ
ュ
ウ
リ
研
究
会
」
を
新
た

に
「
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ

ミ
ッ
ト
」
と
し
全
野
研
青
年

部
を
中
心
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
若
い
生
産
者
が
自
ら

「
企
画
・
立
案
」
し
、
時
代

が
何
を
求
め
、
全
野
研
青
年

部
が
何
を
出
来
る
か
、
こ
れ

か
ら
の
方
向
を
探
る
た
め
に

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
第

２
回
サ
ミ
ッ
ト
で
は
千
葉
大

学
や
野
菜
茶
業
研
究
所
の
ご

協
力
に
よ
り
最
新
の
施
設
や

研
究
の
成
果
を
ご
講
演
い
た

だ
き
、
植
物
工
場
の
見
学
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
回

の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
種
苗
」

取
り
上
げ
、
多
く
の
参
加
者

が
今
後
の
日
本
型
施
設
園
芸

の
方
向
を
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
の
全
野
研
の
全
国
大

会
は
、
７
月
28
・
29
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
茨
城
県
水

戸
市
で
「
第
58
回
全
野
研
茨

城
大
会
」
と
し
て
開
催
致
し

ま
す
。
多
く
の
野
菜
生
産
者

や
関
係
機
関
、
そ
し
て
、
全

野
研
協
賛
会
や
各
メ
ー
カ
ー

の
参
加
を
お
願
い
致
し
て
お

り
ま
す
。
全
国
か
ら
、
生
産

者
及
び
、
行
政
や
研
究
機
関

そ
し
て
、
種
苗
や
生
産
資
材

メ
ー
カ
ー
が
一
同
に
会
し
、

今
後
の
野
菜
園
芸
の
方
向
や

情
報
の
交
換
の
場
に
し
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
大
勢
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。現

在
、｢

攻
め
の
農
林
水
産

業｣

を
目
指
し
６
次
産
業
の

展
開
や
農
林
水
産
物
の
輸
出

拡
大
の
施
策
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
日
本
の
野
菜
は

消
費
者
か
ら
の
要
求
に
鍛
え

ら
れ
、
食
の
安
全
・
安
心
の

確
保
や
、
野
菜
の
素
材
の
味

を
大
切
に
す
る
食
文
化
に
対

応
す
る
た
め
に
、
先
人
達
の

努
力
に
よ
り
、
日
本
の
消
費

者
や
諸
外
国
に
も
高
い
評
価

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
研
究
や
技
術
を
研

鑽
し
、
日
本
の
文
化
や
伝
統

を
大
切
に
消
費
者
に
求
め
て

も
ら
え
る
、
野
菜
の
生
産
に

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
施
設
園
芸
の
展
開

は
、
年
間
を
通
し
栽
培
可
能

な
、
植
物
工
場
や
高
軒
高
施

設
の
普
及
な
ど
と
、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
施
用
技
術

の
開
発
や
、
夏
の
高
温
時
期

対
策
の
細
霧
冷
房
、
そ
し
て

加
湿
な
ど
植
物
の
光
合
成
の

促
進
を
図
る
た
め
の
研
究
や

利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
環

境
負
荷
対
策
や
燃
油
高
騰
に

よ
り
施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
が
求
め
ら
れ
、
２

重
カ
ー
テ
ン
や
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
普
及
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
様
な
中
、
電
力
問

題
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
利
用
に
よ
り
燃
料
用
重
油

が
削
減
さ
れ
て
も
電
気
代
の

高
騰
や
、
不
使
用
時
期
の
基

本
料
金
の
高
価
契
約
な
ど
、

対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
生
産
者
、
国
や
地
方

行
政
そ
し
て
、
大
学
や
試
験

場
な
ど
「
産
・
官
・
学
」
の

連
携
に
よ
り
新
し
い
野
菜
生

産
に
必
要
な
新
技
術
の
開
発

や
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
技
術
の
伝

承
、
高
度
環
境
複
合
制
御
な

ど
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
野
菜
園
芸
技
術

研
究
会
で
は
、
野
菜
生
産
者

に
新
技
術
の
提
供
や
、
将
来

に
夢
が
持
て
る
野
菜
栽
培
が

出
来
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
全
国
大
会
や
、
ト

マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト

な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
多
く

の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
行
委
員
長
：
渋
谷　

忠
宏
（
全
野
研
副
会
長
）

副
委
員
長
：
金
井　

和
夫
（
全
野
研
青
年
部
会
長
）

委　
　
　

員
：
成
田　

稔
雄
（
新
潟
県
）

　
　
　
　
　
　

吉
久
保
憲
章
（
茨
城
県
）

　
　
　
　
　
　

嶺
岸　

雄
二
（
宮
城
県
）

　
　
　
　
　
　

長
嶋　

智
久
（
栃
木
県
）

　
　
　
　
　
　

神
保
謙
太
郎
（
栃
木
県
）

　
　
　
　
　
　

加
藤　
　

浩 

（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
　
　

角
田　

敬
一
（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　
　

西
山　

賢
一
（
神
奈
川
県
）

　

ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
で
は
、
さ
ら

に
「
サ
ミ
ッ
ト
」
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

【
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
】

来年1月28日㈫、29日㈬
東京・江戸川区
「タワーホール船堀」で開催

第
４
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ

ッ
ト
が
来
年
１
月
28
日
㈫
、
29
日
㈬

２
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
江
戸
川

区
「
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
」
で
開
催

さ
れ
る
。

テ
ー
マ
は
、
第
１
部
・
養
液
（
土

耕
）
栽
培
、
第
２
部
・
根
こ
ぶ
線
虫

防
除
を
中
心
と
し
た
防
除
の
最
新
技

術
、
第
３
部
・
大
規
模
経
営
を
目
指

し
た
経
営
体
の
雇
用
対
策
・
労
務
管

理
。
加
え
て
協
賛
会
を
中
心
と
し
た

資
材
の
最
新
情
報
を
取
り
上
げ
る
予

定
。内

容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
11
月

初
旬
発
行
予
定
の
「
全
野
研
ニ
ュ
ー

ス
７
号
」
で
紹
介
し
ま
す
。

会
長
に大山

副
会
長
を
選
出

　「全野研ニュース」に掲載する

原稿を募集しております。

　最新の栽培技術情報・資材情報・

種苗情報をはじめ、これらに関す

る質問、意見などお寄せ下さい。

　メールアドレスは、

yasai@zenyaken.com
　「全野研ニュース」を皆さんの

情報交換の場にしていきましょう。

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術

研
究
会
は
、
平
成
25
年

３
月
６
日
に
東
京
・
上

野
「
上
野
精
養
軒
」
に

お
い
て
平
成
24
年
度
の

総
会
を
開
催
し
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
行
い
、
会
長
に
大
山

副
会
長
を
選
出
し
、
次

の
よ
う
な
役
員
体
制
と

な
っ
た
。（
敬
称
略
）

全国野菜園芸技術研究会

会長　大 山 　寛

第４回
トマト・キュウリサミット

● 養液（土耕）栽培
● 根こぶ線虫防除を中心とした
防除の最新技術

● 大規模経営を目指した経営体の
雇用対策・労務管理

● 最新資材情報

テーマ

第
４
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト

原稿を募集しています
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全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
（
全
野
研
・
八
幡
昭
雄

会
長
）
と
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ　

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

（
渋
谷
忠
宏
委
員
長
）
は
２

月
四
・
五
日
の
両
日
、
第
三

回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ  

サ

ミ
ッ
ト
in
湘
南
を
神
奈
川
県

平
塚
市
で
開
催
し
た
。
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
の
生
産
者

を
中
心
に
普
及
・
Ｊ
Ａ
関
係

者
ら
五
〇
〇
名
が
参
加
し

た
。
農
水
省
、
神
奈
川
県
、

日
本
施
設
園
芸
協
会
、
Ｊ
Ａ

全
農
が
後
援
、
全
野
研
協
賛

会
、
神
奈
川
施
設
野
菜
組
合

連
合
会
、
農
協
観
光
が
協
賛

し
た
。
八
幡
会
長
は
「
厳
し

い
施
設
園
芸
か
ら
、
夢
の
あ

る
足
腰
の
強
い
施
設
園
芸
を

目
指
し
、
健
康
産
業
と
い
う

自
信
と
責
任
を
持

っ
て
野
菜
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
挨
拶
し

た
。

　

初
日
は
「
種

苗
最
前
線
」
と
題

し
た
特
別
企
画

を
設
け
て
、
ト
マ

ト
と
キ
ュ
ウ
リ
の

種
苗
メ
ー
カ
ー
一

一
社
・
団
体
が
参

加
し
て
お
薦
め
の

品
種
を
説
明
し

た
。
ト
マ
ト
品
種

で
は
、
ト
マ
ト
黄

化
葉
巻
病
の
抵
抗

性
・
耐
病
性
品
種
、

新
た
に
発
生
し
て

い
る
ト
マ
ト
黄
化

え
そ
病
の
抵
抗
性

品
種
の
ほ
か
、
授

粉
作
業
が
不
要

な
単
為
結
果
性
品

種
、
通
常
栽
培
で

も
糖
度
と
酸
度
が

高
い
大
玉
品
種
、

ト
マ
ト
消
費
を
さ

ら
に
拡
大
す
る
た
め
の
加
熱

調
理
し
て
美
味
し
い
品
種
な

ど
、
生
産
・
販
売
両
面
で
特

徴
の
あ
る
品
種
を
紹
介
。
キ

ュ
ウ
リ
で
は
、
最
近
の
夏
の

猛
暑
な
ど
高
温
条
件
下
で

も
品
質
が
安
定
し
て
い
る
品

種
、
燃
料
費
の
節
約
が
可
能

な
低
温
条
件
下
で
の
伸
長
性

や
果
実
肥
大
性
に
優
れ
た
品

種
、
褐
斑
病
耐
病
性
品
種
、

短
期
間
で
高
収
量
が
穫
れ
る

品
種
な
ど
を
紹
介
し
た
。
参

加
者
と
の
質
疑
で
は
「
シ

リ
ー
ズ
で
展
開
す
る
ト
マ
ト

品
種
は
ど
こ
で
選
択
す
べ
き

か
？
」「
単
為
結
果
性
ト
マ

ト
品
種
の
糖
度
、
栽
培
期
間

中
の
総
収
量
は
？
」
と
い
っ

た
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
ハ
ウ
ス
環
境
機
器
メ

ー
カ
ー
の
ネ
ポ
ン
が
、
Ｉ
Ｔ

技
術
を
利
用
し
て
栽
培
中
の

ハ
ウ
ス
の
異
常
や
、
温
度
・

湿
度
・
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の
栽
培

環
境
を
い
つ
で
も
監
視
で
き

る
ハ
ウ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
「
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
」

を
紹
介
し
た
。
続
く
生
産
者

の
経
営
事
例
発
表
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
神

奈
川
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

野
菜
課
長
の
藤
代
岳
雄
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、「
高

品
質
・
高
収
益
経
営
を
目
指

し
」
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

栃
木
県
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
ト
マ

ト
青
年
部
の
和
久
井
貴
史

氏
、
福
田
茂
輝
氏
、
福
田
英

則
氏
、
キ
ュ
ウ
リ
生
産
者
の

埼
玉
県
杉
戸
町
の
田
口
俊
次

氏
と
神
奈
川
県
平
塚
市
の
深

田
和
夫
氏
が
報
告
。
討
議
に

は
板
木
利
隆
氏
、
稲
山
光
男

氏
が
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
か
み
つ

が
ト
マ
ト
青
年
部
が
行
っ
て

い
る
「
樹
液
診
断
」、
キ
ュ

ウ
リ
の
褐
斑
病
対
策
や
作
の

後
半
ま
で
樹
勢
を
保
つ
管
理

や
株
元
ま
で
受
光
す
る
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
会
場
の
参

加
者
や
種
苗
メ
ー
カ
ー
を
交

え
て
意
見
交
換
し
た
。

　

会
場
で
は
機
器
・
資
材
・

種
苗
展
示
会
も
開
か
れ
、
種

苗
、
培
地
、
肥
料
、
防
除
資

材
、
栽
培
装
置
、
環
境
制
御

装
置
、
ハ
ウ
ス
資
材
を
取
扱

う
三
〇
社
が
出
展
し
た
。

ク
ッ
キ
ン
グ
ト
マ
ト

﹁
す
ず
こ
ま
﹂
の
栽
培
施
設
等

見
学

　

二
日
目
の
五
日
は
、
神
奈

川
県
平
塚
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ
全

農
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
で

一
〇
〇
名
が
参
加
し
、
全
農

と
東
北
農
研
の
共
同
育
成
品

種
「
す
ず
こ
ま
」
の
栽
培
施

設
等
の
見
学
が
行
わ
れ
た
。

　

中
田
哲
也
セ
ン
タ
ー
所
長

に
よ
る
事
業
概
要
の
説
明
、

農
産
物
商
品
開
発
室
の
業
務

内
容
の
説
明
（
平
野
幸
教
主

任
研
究
員
）
の
後
、
①
施
設

園
芸
ハ
ウ
ス
警
報
・
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
太
陽
光

発
電
、
②
パ
プ
リ
カ
栽
培
、

③
ト
マ
ト
（
す
ず
こ
ま
）
栽

培
、
④
農
薬
棟
、
⑤
リ
サ
ー

チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
肥
料
関
連
）

の
施
設
を
見
学
。
最
後
に
Ｊ

Ａ
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
神
奈

川
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
そ
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た
。

  

サ
ミ
ッ
ト
へ
の
展
示
社
は

次
の
通
り
（
順
不
同
）。
三

菱
樹
脂
ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
、

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン
、

東
都
興
業
、
ア
グ
ロ
カ
ネ
シ

ョ
ウ
、
日
本
ワ
イ
ド
ク
ロ
ス
、

ネ
ポ
ン
、
み
か
ど
協
和
、
カ

ネ
コ
種
苗
、
加
藤
工
業
所
、

久
留
米
原
種
育
成
会
、
埼
玉

原
種
育
成
会
、
埼
玉
農
工
幾

料
販
売
、
と
き
わ
研
究
場
、

ア
リ
ス
タ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
、
東
海
物
産
、
バ
イ
オ
テ

ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
丸
善
薬
品

産
業
、
ト
キ
タ
種
苗
、
朝
日

工
業
、
三
井
化
学
ア
グ
ロ
、

日
本
ク
リ
ン
ト
ン
、
ア
グ
リ

セ
ク
ト
、
フ
ジ
ッ
ク
、
農
文

協
、
ダ
イ
オ
化
成
、
梅
屋
幸
、

日
本
デ
ル
モ
ン
テ
、
木
紅
木
、

大
倉
電
機
・
湘
南
グ
リ
ー
ン
、

デ
ュ
ポ
ン
。

種
苗
を
テ
ー
マ
に
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト

2
月
4
・
5
日
、
神
奈
川
県
平
塚
市
で
、
500
名
が
参
加

メ
ー
カ
ー
11
社
が
生
産
・
販
売
で

特
徴
の
あ
る
品
種
を
紹
介

メ
ー
カ
ー
11
社
が
生
産
・
販
売
で

特
徴
の
あ
る
品
種
を
紹
介
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ハウスでも、露地でも一年を通じさまざまな環境に対応
選んで・作って・食べて ☆大満足☆

OS
交配

収量性・耐病性（かっぱん強し）の高さ・高品質・食味・食感の良さで差がつく
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キュウリ　メロン　カボチャ育種

JAグループが奨める
省力低コスト施肥技術
JAグループが奨める
省力低コスト施肥技術

　

露
地
野
菜
・
施
設
野
菜

は
「
基
肥
＋
多
数
回
の
分

施
」
の
施
肥
体
系
が
一
般
的

で
す
が
、
野
菜
の
全
量
基
肥

施
肥
法
・
基
肥
重
点
施
肥
法

は
、
緩
効
性
肥
料
、
特
に
被

覆
肥
料
を
活
用
し
て
追
肥
を

省
き
、「
基
肥
の
み
」
ま
た

は
「
基
肥
と
１
回
程
度
の
追

肥
」
で
栽
培
す
る
施
肥
法
で

す
。
追
肥
の
労
力
が
省
け
る

上
、
慣
行
施
肥
並
の
収
量
が

期
待
で
き
ま
す
。

�
メ
リ
ッ
ト
�

１
． 

施
肥
作
業
が
大
幅
に
省

力
化
さ
れ
ま
す
。

２
． 

緩
効
性
肥
料
（
被
覆
肥

料
他
）
を
使
う
と
、
肥

料
の
利
用
率
が
高
ま
る

の
で
減
肥
が
可
能
で

す
。

３
． 

生
産
の
安
定
、
高
品
質

化
、
土
壌
の
養
分
環
境

の
改
善
、
環
境
負
荷
軽

減
が
期
待
で
き
ま
す
。

�
導
入
す
る
上
で
の
注
意
点
�

１
． 

追
肥
を
行
わ
な
い
の
で
、

施
肥
設
計
で
は
、
地
力

窒
素
の
水
準
と
そ
の
発

現
時
期
を
確
か
め
て
か

ら
窒
素
施
肥
量
を
決
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

最
近
、
地
力
窒
素
の
簡

便
な
測
定
法
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。

２
． 

こ
の
施
肥
法
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
は
主
に

窒
素
成
分
な
の
で
、
リ

ン
酸
・
加
里
に
つ
い

て
は
、
土
壌
診
断
に
基

づ
い
た
土
づ
く
り
を
行

い
、
適
切
な
リ
ン
酸
・

加
里
の
施
肥
量
を
決
め

ま
す
。

３
． 

被
覆
肥
料
を
利
用
す
る

場
合
、
標
高
の
高
い

地
域
や
作
型
に
よ
っ
て

は
、
初
期
生
育
の
確
保

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

野
菜
の
２
作
１
回
施
肥
法

と
は
、
緩
効
性
肥
料
（
特
に

被
覆
肥
料
）
を
活
用
し
て
２

作
分
の
施
肥
を
１
回
で
行
う

施
肥
法
で
す
。
２
作
１
回
施

肥
の
事
例
が
多
い
で
す
が
、

３
作
１
回
施
肥
な
ど
も
試
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
チ
を
外
さ
な
い
で
次

作
の
定
植
ま
た
は
播
種
が
で

き
る
の
で
、
比
較
的
短
期
間

に
複
数
の
作
物
を
栽
培
す
る

葉
菜
類
（
ハ
ク
サ
イ
・
レ
タ

ス
等
）
で
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。

�
メ
リ
ッ
ト
�

１
． 

作
業
量
の
軽
減
と
資
材

費
の
削
減

　
　

 　
労
力
面
で
は
、
マ
ル

チ
資
材
の
張
り
替
え
や

２
回
目
の
施
肥
作
業
の

軽
減
、
作
物
の
切
り
替

え
に
か
か
る
日
数
を
短

縮
で
き
ま
す
。
コ
ス
ト

面
で
は
、
マ
ル
チ
資
材

費
の
削
減
（
省
資
源
）

が
期
待
で
き
ま
す
。

２
． 

土
壌
の
養
分
環
境
を
改

善

　
　

 　
窒
素
投
入
量
の
野
菜

畑
土
壌
等
へ
の
窒
素
施

肥
量
を
減
ら
し
、
土
壌

の
養
分
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
導
入
す
る
上
で
の
注
意
点
�

　

肥
料
の
緩
効
度
や
肥
効
発

現
パ
タ
ー
ン
が
適
切
で
な
い

と
、
第
１
作
目
の
生
育
が
過

剰
・
第
２
作
目
が
生
育
不
足

と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
の
で
、
作
付
の
時
期
や
気

温
等
に
合
っ
た
溶
出
パ
タ
ー

ン
の
肥
料
を
選
択
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

野
菜
の
う
ね
内
（
局
所
／

部
分
）
施
肥
法
と
は
、
露

地
野
菜
栽
培
で
の
普
及
に
期

待
さ
れ
る
技
術
で
、
肥
料
を

圃
場
全
面
に
散
布
す
る
全
面

全
層
施
肥
法
と
異
な
り
、
機

械
で
の
う
ね
立
て
時
に
う
ね

度
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
肥
料
は
根
の

近
く
だ
け
に
あ
る
の

で
、
無
駄
に
な
ら
ず
に

効
率
的
で
す
。

２
． 

う
ね
立
て
と
施
肥
作
業

を
一
工
程
で

作
業
体
系
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
う

ね
内
部
分
施
肥
機
は
、

最
適
な
施
肥
位
置
に
正

確
に
肥
料
を
施
用
し
、

マ
ル
チ
な
ど
の
作
業
機

を
追
加
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

�
導
入
す
る
上
で
の
注
意
点
�

１
． 

う
ね
内
施
肥
用
の
専
用

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
購

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
簡
易
法
を
除
く
）。

２
． 

う
ね
内
施
肥
法
と
し
て

は
、
表
面
施
肥
、
部
分

施
肥
、
局
所
施
肥
等
い

く
つ
か
の
方
法
が
開
発

さ
れ
て
い
て
、
作
物
生

育
に
及
ぼ
す
影
響
や
長

所
・
短
所
等
が
多
少
異

な
り
ま
す
。

　

日
本
施
設
園
芸
協
会
（
篠

原
温
会
長
）
は
施
設
園
芸
新

技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
９
月
12
日

㈭
・
13
日
㈮
熊
本
県
八
代
市

「
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
」
で
開
催
す
る
。「
植

物
工
場
・
施
設
園
芸
の
最
新

技
術
と
地
域
農
業
を
支
え
る

施
設
園
芸
の
展
望
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
２
部
構
成
で
２

日
間
開
催
す
る
。
全
野
研
も

協
賛
す
る
。

　

第
１
部
で
は
、「
植
物
工

場
・
施
設
園
芸
に
お
け
る
新

技
術
と
今
後
の
展
開
方
向
」

を
テ
ー
マ
に
、
①
植
物
工
場

に
お
け
る
主
要
新
技
術
と
日

本
型
統
合
環
境
制
御
シ
ス
テ

ム
の
開
発
、
②
多
収
・
高
品

質
を
め
ざ
す
日
本
型
施
設
園

芸
の
環
境
制
御
〜
ト
マ
ト
・

キ
ュ
ウ
リ
・
パ
プ
リ
カ
の
研

究
事
例
か
ら
、
③
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
を
中
心
と
し
た
施
設
園

芸
の
省
エ
ネ
最
新
技
術
、
④

自
然
災
害
（
強
風
被
害
）
と

対
策
技
術
、
の
講
演
。

　

第
２
部
で
は
「
地
域
農
業

を
支
え
る
施
設
園
芸
」
を
テ

ー
マ
に
、
①
熊
本
県
に
お
け

る
施
設
園
芸
の
最
新
の
取
組

み
、
②
八
代
地
域
の
ト
マ
ト

に
お
け
る
産
地
力
向
上
の
た

め
の
総
合
的
な
取
組
み
、
③

熊
本
市
ナ
ス
部
会
に
お
け
る

新
技
術
導
入
と
Ｉ
Ｐ
Ｍ
技
術

へ
の
挑
戦
、
④
施
設
園
芸
に

関
す
る
国
の
施
策
に
つ
い
て

〜
26
年
度
概
算
要
求
の
概
要

と
燃
油
高
騰
緊
急
対
策
、
⑤

加
工
・
業
務
用
野
菜
の
生

産
・
流
通
の
現
状
と
産
地
へ

の
期
待
、
の
講
演
が
あ
る
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジwww.jgha.com

へ
。

　

養
液
土
耕
栽
培
法
と
は

１
． 

土
の
良
さ
を
生
か
し
な

が
ら
、
養
液
栽
培
の
手

法
を
取
り
入
れ
た
栽
培

方
法
で
、
培
地
に
土
を

利
用
し
ま
す
。

２
． 

液
肥
混
入
機
を
利
用
し

た
自
動
潅
水
施
肥
で
、

基
肥
を
少
な
く
、「
肥
料

と
水
を
必
要
な
量
だ
け

毎
日
潅
水
す
る
事
」
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

３
． 

点
滴
チ
ュ
ー
ブ
で
圃
場

内
の
水
分
と
養
分
を
均

一
に
潅
水
施
肥
す
る
の

で
、
生
育
が
揃
い
、
収

量
も
増
加
し
ま
す
。

�
メ
リ
ッ
ト
�

１
． 

潅
水
・
施
肥
の
自
動
化
で

作
業
時
間
が
大
幅
短
縮

　
　

 　
潅
水
と
施
肥
が
自
動

化
さ
れ
る
の
で
、
作
業

時
間
を
大
幅
に
削
減
で

き
ま
す
。
導
入
さ
れ
た

農
家
で
の
潅
水
・
施
肥

時
間
は
今
ま
で
と
比
べ

て
約
十
分
の
一
に
な
っ

て
お
り
、
経
営
に
あ
っ

た
栽
培
面
積
の
維
持
拡

大
が
可
能
で
す
。

２
． 

施
肥
量
減
で
も
収
量
は

慣
行
と
同
等
以
上

　
　

 　
多
く
の
場
合
、
施
肥

量
を
減
ら
し
て
も
収
量

は
同
等
以
上
に
な
っ
て

い
ま
す
。

�
導
入
す
る
上
で
の
注
意
点
�

１
． 

専
用
の
施
肥
装
置
と
点

滴
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
が
必

要
で
す
。

２
． 

点
滴
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
が

詰
ま
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
定
期
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

３
． 

作
物
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

診
断
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
減
肥
が
よ
り

確
実
に
な
り
ま
す
。

　
（ 

省
力
低
コ
ス
ト
施
肥
技

術
ガ
イ
ド
よ
り
）

　

野
菜
育
苗
ポ
ッ
ト
施
肥

法
・
セ
ル
苗
全
量
基
肥
施
肥

法
と
は
、
育
苗
時
に
鉢
上
げ

（
仮
植
）
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ポ

ッ
ト
の
用
土
に
、
育
苗
期
間

中
に
ほ
と
ん
ど
溶
出
し
な
い

被
覆
肥
料
を
混
合
し
、
苗
を

定
植
す
る
だ
け
で
本
畑
へ
局

所
施
用
で
き
ま
す
。

　

ポ
ッ
ト
苗
だ
け
で
な
く
、

セ
ル
苗
の
中
に
被
覆
肥
料
を

全
量
施
肥
す
る
技
術
も
普
及

し
て
い
ま
す
。

�
メ
リ
ッ
ト
�

１
． 

収
量
・
品
質
を
維
持
し

た
ま
ま
窒
素
を
３
〜
５

割
削
減

　
　

 　
慣
行
と
同
等
の
収

量
、
品
質
を
維
持
し
た

ま
ま
、
窒
素
成
分
を
３

〜
５
割
程
度
削
減
で
き

ま
す
。

２
． 

基
肥
施
肥
し
た
セ
ル
苗

は
機
械
定
植
で
き
る

　
　

 　
被
覆
肥
料
（
シ
グ
モ

イ
ド
タ
イ
プ
）
は
、
一

定
期
間
、
窒
素
成
分
の

溶
出
を
抑
え
る
た
め
、

セ
ル
苗
の
中
に
基
肥
を

全
量
施
肥
し
て
も
濃
度

障
害
は
起
こ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
育
苗
し
た

セ
ル
苗
は
機
械
定
植
で

き
ま
す
。

�
導
入
す
る
上
で
の
注
意
点
�

　

作
付
面
積
の
大
き
い
葉
菜

類
（
ハ
ク
サ
イ
・
キ
ャ
ベ
ツ

等
）
で
は
、
機
械
定
植
可
能

な
セ
ル
苗
全
量
基
肥
施
肥
法

が
適
し
て
い
ま
す
（
ポ
ッ
ト

苗
施
肥
法
は
省
力
性
が
限
ら

れ
ま
す
）。

の
一
部
分
ま
た
は
局
所
だ
け

に
肥
料
を
施
用
す
る
方
法
で

す
。

　

作
物
の
根
に
近
い
部
分
だ

け
に
肥
料
を
施
用
す
る
の

で
、
作
物
に
よ
る
吸
収
が
効

率
的
で
施
肥
量
を
削
減
で
き

ま
す
。

�
メ
リ
ッ
ト
�

１
． 

施
肥
量
の
30
％
程
度
削

減

　
　

 　
作
物
の
根
圏
だ
け
に

肥
料
を
混
和
す
る
の

で
、
施
肥
量
を
30
％
程

　
　

 　
従
来
は
別
々
に
行
っ

て
い
た
う
ね
立
て
と

施
肥
作
業
を
一
工
程
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
時
間
を
短
縮
で
き

ま
す
（
簡
易
法
を
除

く
）。

３
． 

最
適
な
施
肥
位
置
に
正

確
に
肥
料
を
施
用

　
　

 　
う
ね
の
作
り
方
や
最

適
な
施
肥
位
置
は
、
作

物
の
種
類
や
栽
培
方
法

に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す

が
、
地
域
の
慣
行
的
な

野
菜
の
全
量
基
肥
施
肥
・

基
肥
重
点
施
肥
法

野
菜
の
全
量
基
肥
施
肥
・

基
肥
重
点
施
肥
法

野
菜
育
苗
ポ
ッ
ト
施
肥
法
・

セ
ル
苗
全
量
基
肥
施
肥
法

野
菜
の
２
作
１
回
施
肥
法

野
菜
の
２
作
１
回
施
肥
法

養
液
土
耕
栽
培
法

養
液
土
耕
栽
培
法

野
菜
の
う
ね
内（
局
所
／
部
分
）施
肥
法

野
菜
の
う
ね
内（
局
所
／
部
分
）施
肥
法

野
菜
育
苗
ポ
ッ
ト
施
肥
法
・

セ
ル
苗
全
量
基
肥
施
肥
法

施設園芸新技術セミナー
熊本県八代市で開催
9月12日㈭・13日㈮
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燃油価格高騰緊急対策Q&A

Q：燃油価格高騰緊急対策の目的は
Ⓐ： 施設園芸の経営費は、水稲などの土地利用型作物と比べて高く、経営費に占める燃料費の割合（3割程度）は漁業（3割

程度）と同様に極めて高い割合を占めている。
　　 このような中、近年、冬期加温に使用される燃油価格が高水準にあることにより、施設園芸農家の経営が圧迫され、

安定的・継続的な経営が困難な状況となっている。
　　 このため、産地ぐるみでヒートポンプの導入等による省エネ化を進めるとともに、燃油価格の高騰に備えるセーフネット

を構築することにより、燃油価格の影響を受けにくい経営構造への転換を図ることを目的としている。

Q：燃油価格高騰緊急対策では、どのような取り組みを支援するのか
Ⓐ：本対策では、次の2つの事業により支援を行う。
　　（1）施設園芸省エネ設備リース導入支援事業
　　　　  施設園芸の省エネルギー対策に計画的に取り組む産地において、農業者の初期投資の負担を軽減するリース方式に

より、ヒートポンプ等の施設園芸省エネルギー設備の導入を支援する。
　　（2）施設園芸セーフネット構築事業
　　　　  施設園芸の省エネルギー対策に計画的に取り組む産地において、燃油価格の急上昇が農家経営に及ぼす影響を緩和

するため、燃油価格の高騰時に補てん金を交付するための資金の造成に対し支援する。

Q：事業のスキームは
Ⓐ：本対策は、「国 → 事業主体（全国団体）→ 事業実施者（県域協議会）→ 支援対象者（農業者組織）というスキームで実施。
　　 本対策は平成24年度補正予算により実施するもので「15ヶ月予算」の考えのもと平成25年度までの実施期間となる

ため、国の予算は、公募により採択する全国団体が事業主体となり基金を造成・管理する。
　　 また、都道府県を区域とする協議会が事業の実施者（「事業実施者」という。）となり、農業者の申請を取りまとめたり、

事業で必要な資金の造成・管理をおこなう。
　　 本対策の事業に取り組みたい施設園芸農家は、産地において、対策の支援の対象となる組織（「支援対象者」という。）

をつくり、産地の省エネルギーを進めるための計画（「省エネルギー推進計画」という。）と事業の実施計画を策定し、
事業実施者の県域協議会に申請し、承認を受けて実施することになる。

Q：支援対象者はどのような組織を想定しているか
Ⓐ： 支援対象者は、野菜、果樹又は花きの施設園芸を営む農業者が3戸以上集まった組織であり、具体的には農業協同組合

等を想定している。

Q：支援対象者の要件は
Ⓐ：支援対象者は以下の要件を満たす必要がある。
　　（1）野菜、果樹又は花きの施設園芸を営む農業者が3戸以上集まった組織であること。
　　（2）構成員が施設園芸を営んでいることを書面等により確認できること。
　　（3）省エネルギー推進計画を定め、燃油使用量を15％以上削減する目標を掲げ、その達成に向けた取組をすること。
　　（4） 農業協同組合等以外の任意組織の場合は、代表者の定めがあり、かつ、組織及び運営についての規約の定めがある

こと。

（平成25年3月25日版）

燃油価格高騰緊急対策Q&A
　農林水産省は、平成24年度の補正予算の中で、「燃油価格高騰緊急対策」として425億円を計上した。
　対策のポイントは、燃油価格の高騰の影響を受けにくい経営構造への転換を進めるため、施設園芸の省エネ
ルギー設備の導入を支援するとともに、農業者と国の拠出により、燃油価格の急上昇による経営への影響を
緩和する仕組みの構築にある。背景として、施設園芸は秋冬から春にかけての野菜の供給にきわめて重要な
役割を果たしているが、近年、冬期加温に使用される燃油価格が高水準にあることにより、施設園芸農業者の
安定的・継続的な経営が困難な状況となっている。
　燃油使用量を削減する省エネ型の経営構造への転換を支援することにより農業経営の体質強化を図りつつ、
これと併せ、燃油価格の急上昇による経営環境への影響を緩和するセーフティネットを構築し経営の安定を
図ることが必要だ。
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平成２5年度
病害虫発生予報第3号

ト
マ
ト　

Ｆ
１
み
そ
ら
64
ら
６
点
が

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
＝
日
本
種
苗
協
会

サ
カ
タ
の
タ
ネ
が
生
育
が
揃
う
ト
マ
ト

２
本
仕
立
て
用
セ
ル
成
型
接
ぎ
木
苗
発
売

業
界
ニ
ュ
ー
ス

平成２5年度
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日
本
種
苗
協
会
（
会
長
＝

近
藤
宏
＝
日
本
農
林
社
社

長
）
は
６
月
20
日
、
第
40
回

定
時
総
会
と
第
63
回
全
日
本

野
菜
品
種
審
査
会
・
第
58
回

全
日
本
花
卉
品
種
審
査
会
の

授
章
式
を
行
っ
た
。

　

野
菜
品
種
の
部
の
農
林
水

産
大
臣
賞
は
、
ト
マ
ト
（
春

ま
き
夏
ど
り
）「
Ｆ
１
み
そ

ら
64
」（
み
か
ど
協
和
）、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
（
初
夏
ま
き
）

「
サ
カ
タ
交
配
ピ
ク
セ
ル
２

号
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、
キ

ャ
ベ
ツ
（
初
夏
ま
き
秋
ど
り
）

「
タ
キ
イ
交
配
夢
風
Ｓ
Ｐ
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、
ダ
イ
コ
ン

（
夏
ま
き
秋
ど
り
）「
サ
カ
タ

交
配
夏
の
守
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）
の
４
点
が
受
賞
し

た
。

　

受
賞
内
容
は
次
の
通
り
。

　

Ｆ
１
み
そ
ら
64
＝
多
収
性

で
、
果
実
の
揃
い
が
良
く
ツ

ヤ
が
あ
り
高
温
期
で
の
着
果

に
優
れ
て
い
る
。

　

サ
カ
タ
交
配
ピ
ク
セ
ル
２

号
＝
揃
い
や
ド
ー
ム
の
締
ま

り
、
花
蕾
と
茎
の
バ
ラ
ン
ス

に
優
れ
、
花
茎
空
洞
が
な
く
、

立
毛
も
優
秀
。

　

タ
キ
イ
交
配
夢
風
Ｓ
Ｐ
＝

生
育
の
揃
い
が
良
く
、
倒
伏

も
見
ら
れ
ず
、
立
毛
が
優
れ
、

収
穫
物
は
扁
平
で
、
形
状
・

大
き
さ
と
も
に
よ
く
揃
い
、

総
合
的
に
優
れ
た
品
種
。

　

サ
カ
タ
交
配
夏
の
守
＝
立

毛
や
収
穫
物
の
揃
い
、
外

観
が
極
め
て
優
れ
て
い
る
他

に
、
高
温
期
に
お
け
る
難
し

い
作
型
に
お
い
て
も
内
部
生

理
障
害
が
見
ら
れ
ず
、
横
縞

症
に
強
い
。

　

ま
た
、
総
会
で
は
、
Ａ
Ｐ

Ｓ
Ａ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
種
子

協
会
）
の
年
次
総
会
（
Ａ
Ｓ

Ｃ
＝
ア
ジ
ア
種
子
会
議
＝
２

０
１
３
神
戸
大
会
）
が
本
年

11
月
18
日
〜
22
日
ま
で
の
５

日
間
、
神
戸
市
（
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
）
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

�
野
菜
�

︻
露
地
栽
培
︼

・
気
温
の
上
昇
に
伴
い
病
害

虫
の
動
き
も
活
発
に
な
る

の
で
、
ほ
場
観
察
を
行
い

病
害
虫
の
早
期
発
見
に
努

め
、
発
生
を
認
め
た
場
合

は
適
期
に
防
除
を
実
施
す

る
こ
と
。

・
キ
ャ
ベ
ツ
：
病
害
虫
＝
ア

ブ
ラ
ム
シ
類
、
発
生
が

「
や
や
多
い
」
地
域
＝
南

関
東

・
ネ
ギ
：
病
害
虫
＝
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
、
発
生
が
「
多

い
」
地
域
＝
四
国
、
発
生

が
「
や
や
多
い
」
地
域
＝

北
東
北
、
東
海
、
北
九
州

病
害
虫
＝
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
、
発
生
が
「
多
い
」
地

域
＝
近
畿

︻
施
設
栽
培
︼

・
気
温
上
昇
に
伴
い
、
栽
培

管
理
上
施
設
を
開
放
す
る

機
会
が
増
え
る
の
で
、
病

　

サ
カ
タ
の
タ
ネ
は
、
１
本

の
ト
マ
ト
苗
か
ら
２
本
の
側

枝
を
伸
ば
し
て
収
穫
す
る
二

本
仕
立
て
栽
培
用
の
セ
ル
成

型
接
ぎ
木
苗
「
ツ
ー
ト
ッ
プ

苗
」
を
開
発
し
た
。
完
全
予

約
生
産
で
販
売
し
、
５
月
１

日
か
ら
Ｊ
Ａ
や
種
苗
店
を
通

じ
て
受
注
を
開
始
す
る
。
同

社
に
よ
る
と
、
従
来
の
２
本

仕
立
て
接
ぎ
木
苗
よ
り
も
両

側
枝
の
生
育
が
揃
い
、
管
理

し
や
す
い
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
、
特
許
出
願
中
の
独
自

生
産
方
法
で
小
型
化
し
た
た

め
、
72
穴
ま
た
は
１
２
８
穴

の
セ
ル
ト
レ
ー
で
出
荷
で

き
、
こ
れ
ま
で
の
ポ
ッ
ト
出

荷
の
２
本
仕
立
て
苗
と
比
べ

て
苗
代
を
３
分
の
２
程
度
、

輸
送
費
を
10
分
の
１
程
度
に

低
減
。
同
じ
栽
培
面
積
な
ら

ば
１
本
仕
立
て
の
接
ぎ
木
苗

を
購
入
す
る
場
合
と
比
べ
て

鉢
上
げ
や
定
植
な
ど
の
労
力

を
半
減
、
12
月
〜
６
月
収
穫

の
暖
地
促
成
ト
マ
ト
栽
培
な

ら
ば
全
作
業
時
間
を
約
４
・

５
％
削
減
で
き
る
。

　

従
来
の
ト
マ
ト
２
本
仕
立

て
苗
は
、
側
枝
の
発
生
に

時
間
差
が
あ
り
、
生
育
で
差

が
生
じ
や
す
か
っ
た
が
、
ツ

ー
ト
ッ
プ
苗
は
子
葉
の
す
ぐ

上
で
摘
心
し
て
２
本
の
側
枝

を
同
時
に
出
さ
せ
る
こ
と
で

生
育
バ
ラ
ン
ス
を
安
定
さ
せ

た
。
着
花
の
段
飛
び
な
ど
乱

れ
が
な
く
、
１
本
仕
立
て
栽

培
と
同
様
の
着
花
で
収
量
が

安
定
し
高
収
量
が
期
待
で
き

る
と
い
う
。
取
り
扱
う
品
種

は
、
大
玉
は
同
社
の
り
ん
か

４
０
９
と
、
王
様
ト
マ
ト
シ

リ
ー
ズ
の
う
ち
麗
夏
・
麗

容
・
マ
イ
ロ
ッ
ク
・
ろ
く
さ

ん
ま
る
・
ご
ほ
う
び
、
中
玉

は
シ
ン
デ
ィ
ス
イ
ー
ト
と
シ

ン
デ
ィ
ー
オ
レ
ン
ジ
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
は
キ
ャ
ロ
ル
パ
ッ
シ

ョ
ン
と
ア
イ
コ
、
台
木
は
同

社
の
品
種
か
ら
組
み
合
わ
せ

る
。
穂
木
に
り
ん
か
４
０
９
、

台
木
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
合

わ
せ
た
場
合
の
参
考
価
格

は
、
72
穴
セ
ル
ト
レ
ー
で
１

万
５
３
２
４
円
（
税
込
、
70

本
保
証
）、
１
２
８
穴
で
２

万
６
７
７
５
円
（
同
、
１
２

５
本
保
証
）。

　

サ
カ
タ
の
タ
ネ
で
は
「
従

害
虫
の
施
設
へ
の
侵
入
及

び
野
外
へ
の
飛
び
出
し
に

注
意
が
必
要
。

・
施
設
内
が
過
湿
に
な
る
と

病
害
の
発
生
が
助
長
さ
れ

る
の
で
、
施
設
周
辺
に
排

水
路
を
整
備
し
て
、
雨
水

が
施
設
内
に
入
ら
な
い
よ

う
に
留
意
す
る
と
と
も

に
、
作
物
の
株
間
の
通
風

を
図
る
等
、
施
設
内
が
過

湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
管

理
す
る
。
ま
た
、
病
害
の

早
期
発
見
に
努
め
、
伝
染

源
と
な
る
罹
病
葉
や
罹
病

果
は
除
去
し
、
適
期
に
薬

剤
防
除
を
実
施
す
る
。

・
ウ
イ
ル
ス
病
を
媒
介
す
る

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
類
等
の
侵
入
ま
た
は

野
外
へ
の
飛
び
出
し
を
防

止
す
る
た
め
、
施
設
の
開

口
部
に
防
虫
ネ
ッ
ト
等
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
雑
草

は
こ
れ
ら
の
害
虫
の
発
生

源
と
な
る
の
で
、
施
設
内

及
び
周
辺
の
定
期
的
な
除

草
に
努
め
る
。

・
栽
培
終
了
後
は
蒸
し
込
み

処
理
等
を
行
い
、
作
業
残

さ
で
の
生
存
虫
を
死
滅
さ

せ
て
か
ら
搬
出
し
、
土
中

に
埋
め
る
等
確
実
に
処
分

す
る
。

・
い
ち
ご
：
病
害
虫
＝
う
ど

ん
こ
病
、
発
生
が
「
多

い
」
地
域
＝
四
国
、
発
生

が
「
や
や
多
い
」
地
域
＝

中
国

病
害
虫
＝
炭
そ
病
、
発
生

が
「
や
や
多
い
」
地
域
＝

近
畿

病
害
虫
＝
灰
色
か
び
病
、

発
生
が
「
や
や
多
い
」
地

域
＝
南
関
東

病
害
虫
＝
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
、
発
生
が
「
や
や
多
い
」

地
域
＝
四
国
、
北
九
州

・
き
ゅ
う
り
：
病
害
虫
＝
う

ど
ん
こ
病
、
発
生
が
「
多

い
」
地
域
＝
北
陸

病
害
虫
＝
べ
と
病
、
発
生

が
「
多
い
」
地
域
＝
南
関

東
、
北
陸

病
害
虫
＝
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
、
発
生
が
「
多
い
」
地

域
＝
近
畿
、
発
生
が
「
や

や
多
い
」
地
域
＝
南
関
東

・
ト
マ
ト
：
病
害
虫
＝
疫
病
、

発
生
が
「
や
や
多
い
」
地

域
＝
中
国

病
害
虫
＝
灰
色
か
び
病
、

発
生
が
「
や
や
多
い
」
地

域
＝
南
関
東

病
害
虫
＝
葉
か
び
病
、
発

生
が
「
や
や
多
い
」
地
域

＝
北
陸

病
害
虫
＝
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
、
発
生
が
「
や
や
多
い
」

地
域
＝
近
畿

病
害
虫
＝
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
、
発
生
が
「
多
い
」
地

域
＝
南
関
東

・
な
す
：
病
害
虫
＝
ア
ブ
ラ

ム
シ
類
、
発
生
が
「
多
い
」

地
域
＝
近
畿

発
生
が
「
や
や
多
い
」
地

域
＝
南
関
東

�
き
ゅ
う
り
�

・
べ
と
病
は
、
施
設
内
が
過

湿
と
な
る
と
発
生
が
助
長

さ
れ
る
の
で
、
株
間
の
通

風
を
図
る
等
に
よ
り
、
過

湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
施

設
を
管
理
す
る
。
ま
た
、

多
発
す
る
と
防
除
が
困
難

と
な
る
の
で
、
施
設
内
の

観
察
に
よ
り
発
病
を
認
め

た
場
合
は
、
早
期
に
薬
剤

防
除
を
実
施
す
る
。

�
な
す
�

・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
、
発
生

密
度
が
高
く
な
っ
て
か
ら

で
は
防
除
が
困
難
と
な
る

た
め
、
早
期
発
見
に
努
め
、

発
生
初
期
で
の
防
除
を
実

施
す
る
。

業
界
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ュ
ー
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6月13日付

来
か
ら
２
本
仕
立
て
栽
培
を

導
入
し
て
い
る
主
要
産
地
・

生
産
者
に
ツ
ー
ト
ッ
プ
苗
の

労
力
・
コ
ス
ト
低
減
メ
リ
ッ

ト
を
訴
求
し
、
ト
マ
ト
の
生

産
現
場
を
一
変
さ
せ
る
画
期

的
商
品
と
し
て
積
極
的
に
拡

販
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。


